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1．　 は じめ に
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ケ ッ トな ど の 店 舗 空 間 に と っ て 音 環 境 は 重 要 な 環

境 要素 とい え る。BGM （back　ground　music ）や 商品 情報 な どが拡 声

設 備を 使っ て 売 り場に 流 さ れる の は一般的で あ り，また意図的で な

い 音 と して 客 の 購買活動 に 伴 う音．店 員の 声や作 業音、冷蔵庫や 空

調 の 設 備音な どが加 わ っ て 店舗空間 の 音環境 を 形成 し て い る。利 用

客 は 音 環 境 が も た らす に ぎ わ っ た雰 囲気 を楽 しみ な が ら、拡声設 備

か ら流 れ る商 品 情報 を 利用 し て 買い 物 をす る とい う 図式は 多 くの 場

合 に 当て は ま る で あ ろ う が，一
方 で た と え ば拡 声音 の 過剰 な使 用 な

ど に よ っ て 喧 噪的な 空 間 とな る こ と も少 な くな い と思 わ れ る。利 用

客 に と っ て の 快適な 店舗 空間 と は どの よ う な もの か 、本 研 究 は この

問題意識 の 下 で 、まず は 実 際 に 店舗 空 間 を 調 査 し、店 舗空 間 の 音環

境 の 現 状を把 握す る こ と を 目的 と して い る 。

　音環境 の 快 適性 に つ い て 議論 す る に は、騒音評価 的な 視点 に と ど

ま らず，聞 こえ る音 の 種類 とい っ た音 の 意味 にか か わ る質 的な 属性

や 空 間 の 音 響特性 な ど、よ り広 い 視点 か ら音環境 を 捉 え る こ とが 必

要 と考 え られる．店舗 空間 に おけ る具体 的な方向性 と し て は、まず

は音 環 境 の 現 状 を把 握 し、そ れ を 通 し て 音環境 の 記述法 の 検討 と利

用 客 の 快適 性に 影響す る 音環境 要囚 を洗 い 出す こ と が 重要 で あ る。

さ らに 利用 客の 評価、店舗経営 者 の 意 識な ど につ い て 議 論 し、明 ら

か に す る こ と も 必 要で あ る 。本研究 は こ れ ら
一

連 の 研 究 の 方 向 性 の

第一一一段階 と して の 現 状 把 握 を 行 う も の と 位置 づ け られ る 。

　 こ れ ま で 駅 や 地 ド街 と い っ た 公 共空 間の 音環境 に つ い て は ．現 状

把 握 を試 み た erfi1）コ）コ）
や、実 際 に デ ザ イ ン さ れ た 音 環境 の 事 例 報 告

4）5｝ti｝
な どが な さ れ て い る。店舗 空 間 の 音環境 を扱 っ た研 究 と して は．

前 田 ら
ηは 郊外 型 の ス

ーパ ー
マ
ー

ケ ッ ト1店 を 取 り上げて 音環 境 の

現状把握 を試 み 、店舗 内 の様 々 な環 境 音 の．売 場や 時 刻．繁閑 に よ

る 違 い を比較考 察 して い る。川 田 ら
H）
は ス

ーパ ー
マ
ー

ケ ッ トの 音 環

境 に関す る 意識調査 を店舗経 営者 と利用 客 に 対 して 行 い 、BGM に 対

して 運営者 と利用客 が 同様 の 効果 を 期待 して い る こ と を明 らか に し、

ま た ラ ジ カ セ や テ レ ビデ オ と い っ た 販 売促 進 ツ
ー

ル の 必 要 性 に疑 問

を呈 した。ま た 荘 ら
y）は 各種 商業 空間 の 音環 境 に 対 す る 意識調 査 を

通 して、利 用 客 とオ
ー

ナ
ー

側 が 持 つ 各種 商業空 間 の 全般的 な 印 象構

造 を 見 い だ して い る。

　 以 上 の よ う に 様 々 な ア プ ロ
ー

チ で 研究 が な され て い る が ．音 環境

の 現状把 握 と い う 点で は 、多様 多数 の 店 舗 を網羅 的に 実測 調査 した

例 は こ れ ま で に な く、音環 境 の 実態 に つ い て の 資 料 は 乏 しい の が 現

状 とい え る。ま た、店舗 空間 の 音環壇 の 記述 に関 して は．騒音 測 定

の よ う に騒音 レベ ル 値 に よ り測 定場所 の 音環境 を記述す れ ばよ い と

い う もの で は な く．ど の よ うな音が どれ くら い 聞 こえ る．と い っ た

質 的な 面の 記述 も必要 と考 え られ るが 、こ の 点 に つ い て は まだ ほ と

ん ど研究 され て い な い 。

　 そ こ で 本研 究 で は、人 口 約 67万 人 （2003 年 現在 ） の 熊 本 市 を取 り

上 げ、市 内 の 中〜大 規 模 小 売 店 舗 の ほ ぼ す べ て を時間帯 に 隔 た りな

く実測 調 査す る こ と に よ り．店 舗 空 間 の 音 環 境 の 現状 を 網羅的 に 把

握 し、信頼性 の ある資 料 を提示 す る こ と を 目 的 と して い る 。また 音
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環境 の 記 述法 に つ い て は 、筆 者 ら は これ ま で に 音か ら受 ける 印象 に

基 づ い た 環境 音の 類 型化 を行 い 、類 型毎 の 聴取 頻度で 音環 境 を記述

す る 、と い う手 法 を検討 して きたが
10｝、本研 究 も そ の 試行例 と位 置

づ けて い る。

2．調査概 要

　調査 対象 は 熊本市 内の 中〜大規 模 の 小 売店 舗 と した。こ れ らは 経

済産 業省 の 分類
11
に よ れ ば、食料 品ス

ー
パ ーに 含 ま れ る 「ス

ーパ ー

マ
ー

ケ ッ ト」 と総合 ス
ー

パ ーに含 ま れ る 「デ ィ ス カウ ン トス トア 」、

住 関連専 門 店 に 含 まれ る 「電 器店 」、住 関連ス ーパ ーに 含 まれ る 「ホ

ー
ム セ ン タ

ー
」 か らな る4業 態 、計 139店 舗で あ り、熊本市 内に お け

る これ らの 業 態の 中〜大 規模 店舗 の ほ と ん ど を カ バ
ー

して い る。こ

こで、1店舗 に複 数階 の 売場が あ る 場合 は 各フ ロ ア を1つ の 測 定対象

とみ な した た め、測 定 対 象数 は 計 152 で あ る （表
一1）。調査 は2001年g

月 か ら2003年6月 の 平 日 の 10時か ら18時 の 時 間帯で ，特定の 時 刻を 設

定せ ず ラ ン ダム な 開始時 刻に て 実 施 した 。

2．1　 測 定 方 法

　 環 境 音 の 収 録 にお い て は ．売 場 全体 の 音 環 境 を 記 録 す る た め に、

測定 者は 普通 騒音 計 （RlON 　NL −06） を マ イ ク と して 地 面 か ら高 さ

lm の 位置 に 持 ち．測定対 象全域 に わ た っ て 一定の 低速 で 歩行 し な が

らポータ ブ ル DAr レ コ ーダー （soNY 　 TcD −Dloo ＞ に 録音 した。収

録時 間は 売場 の 広 さ に よ っ て 測定 対象毎 に 異 な り、1分か ら17分の 間

で あ っ た。ま た、売場
．
面積を歩測 に よ り概算 した。

2，2 音環境の データ化

　 本研究 で は 店舗 空間 の 音環 境 を音 の 種 類 と騒音 レ ベ ル と い う質

的量 的な二 面 か ら と ら え る た め に ．そ れ ぞ れ 以 下 の よ うに デー
タ 化

を行 っ た。

Cl） 音の 種類 に 関す るデ
ー

タ

　 本研究 で は，環境 音 が 聴 取 され る頻 度 を表 す 指 標 と して．図
一1

の よ う に 定 義 され る 「音 の時 間 占有 率 」 を用 い た。こ れ は．健 聴な

調査 者 が 環 境 音 を注 意 深 く聴 取 し．聞 こ えて き た 環 境 音 の 種 類 と、

単位時 間内に 聞 こえ た か 聞 こえ な い か を調 査 用 紙 に記入 す る こ と で

得 られ た デ
ー

タ を元 に 算 出 さ れ る。今回 の 調 査で は 環境音 を 現場 で

録 音 し、後 日テ
ープの 再 生 音 を 聴 い て 記 録 を行 っ た。単位 時間 は 10

秒 と設 定 した．これ は 環境音 を聴取 しなが ら実 時間で 記録 で きる 限

界 の 時 間幅 と して 決定 した もの で ある が、調査 者の 負担 が少 々 大 き

か っ た こ と か ら、今後 た とえ ば 20− 30秒程度 の 長 い 単位 時間で も 十

分 な 情報 が 得 られ る か 検討の 余 地が ある 。こ こ で ．店舗空 間で 聴取

され る音 は 多種 に わ た る た め 、次章 に述 べ る 環境 音の 類型 化を 行 い 、

時 間 占有率 に つ い て も こ れ ら 類 型毎 に 算出 して 音環境 を記述 す る こ

表
一1 測定対象の 概要

業態 測 定対象数 平均売場面積（m り

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケット 106 （106） 860

デ ィス カウン トス トア 6 （6） 710

電気店 23 （13） 1050

ホームセ ンター 17（13） 1860

計 152 （138） 990
注）0 内は 店舗 数。一店 舗 に 複数 階 ある場 合 は、それ ぞれ のプ ロ

ア を．．つ の 測 定 対 象 とした e

2

と と した 。

（2） 音の レベ ル に 関する デー
タ

　測 定対象の 騒音 レ ベ ル の 評 価 に あ た り、平 均的 な値 と して の 1．A。g
と、分 布 状 況 を 表す もの と して の 時 間 率騒 音 レ ベ ル （LAX） を指 標

と して 用 い た。

　な お，売 り場 全 体 を一定速で 歩 行 し な が ら移動 測定 した こ と か ら，
こ こ で 時間 分 布 と して 表 現 され た指 標 （「時 間占有率」 お よ び 「時間

率騒 音 レ ベ ル 」） は 空 間 的な 分布 と見なす こ と も可 能 で ある。

3．　 環境 音の 類型化

　今 回の 調査 の 結 果．　152 の測 定対 象に お い て 計 145種 類 の 環境音が

聴取 さ れ た が 、こ の よ うな多 様な 環 境音 に つ い て 、各測 定 対 象 を比

較考察 す る こ と は 容易で は な い 。そ こ で 、本 研 究で は LSく つ か の 研

究
1ZIB 〕

と 同様 に、環境音 を 類型 化 し、そ の 類型 を 用 い て 音 環 境 を記

述す る こ と と した

　 とこ ろ で ，環 境 音 を ど の よ う に 類 型 化 す る か につ い て 、筆者 ら は

「そ の 空間で 人 々 が 環 境 音か ら受 ける 印象が 近 い 」 と い う基準で 行

う の が よ い と考 え る。筆 者 らは 環境音 の 印象 評価構 造は空 間状況 に

よ っ て 異な る こ とを 示 した が 賊 こ れ を踏 まえ て こ こで は 店舗空間

に適 し た 類型 を得 る た め に主 観評価 実験 を行 っ た。
3．1　 環境 音類型化 実験の 概要

　実験 手法は 文献 14と同様で あ り．被 験者 は実 際 に環 境 音 を 聞 くの

で はな く、環境音 の 名称が書 かれた カー
ド群 を 受 け取 る。用 い た環

10s

　国 二：・ …　 11
　　　1　　　　　b　　　　　1　　　　　　　　　　　b　　　　　　

　　 旺
’

i
卩

i
l

i
’

I
I

PIil
’

一
　　　　　　　　　　分割数　m

時 間 ・鰍 譌 恥 1・・ …

　　i ： 音源

　 m ： 測定時間 を 10秒 メ ッ シ ュ で 区 切 っ た と き の 総分
　　　　 割 数

Xio）： 測 定開始 か ら ノ番 目の 10 秒間で 音源 iが 聴取 さ

　　　　れ た ら 1、聴取 さ れ な か っ た ら 0

図
一1 音 の 時間占有率の算出法
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境 音 は 店 舗空間 で 聴取 さ れ る 音 を網羅 した 50種 で あ る （図一2参照〉。

こ れ らの 環境音 は ．t今回 及 び こ れ ま で 我 々 が 行 っ た 店舗 お よ び ア ー

ケ ー
ド街路 で の 実測調 査 で 聴 取 され た環 境音 か ら網羅的 に 選択 した

lD6種 と、環境音 の 種類 が取 り上 げ られて い る 既往 の 研究例
TZ）1コ）15）T6）

か ら選択 し た29種 の 計 135種 を用 い た予 備実験 （実験方法 は 本実験 と

「司 じe 被験者S名 ）の 結果 をも と に選定 した も の で あ る。

　 各 被 験 者 は 「店 内で 買 い 物 を し て い る 」 と い う教示 さ れ た 状況 に

お い て ，各環境音 が 聞 こ え て き た 状 態 を 想像 し、そ の イ メ
ー

ジ 上 の

環境 音に つ い て 「音 か ら受 け る 全 体的 な 印 象 が 近 い もの 」 とい う判

断基準で 類 型化 を 行 っ た。類 型 化 の 手 法は 田 法
17）IH ）な どで 用 い られ

る 「多段階 グル
ー

プ編成 」 を 準用 し，最 終 的 に6個 以 下 と な る まで 環

境音 の 類型 を作成 さ せ た。被 験 者 は2D歳 代 の 学 生 25名 （男 18名 ，女7

名） で ある．

3，2　 実験結 果

　類 型化 の 結 果か ら各被 験 者 に つ い て 環 境音 間 の 類似 度 を求 めた

（あ る 音 と ある 音が 同 じ類型 な らば類似度 1、そ う で な けれ ば0）。こ

れ を 環境 音 数x 環境 音数 の 行列 に 表現 し、そ の 全 員の 和 を と っ て 類

似度 行 歹1」と して ク ラ ス タ
ー

分 析 （平 均距離 法） を行 っ た。こ の 結果

の 樹 形 図 を 図
一2に示 す。あ る程 度 まとま っ た ク ラ ス タ

ー
に ラ ベ ル を

付 した。結 果 と して 人 間 や 設 備機器，自然，音 楽 ・拡 声、地 域 社会、

案 内 ・売 込 ，交通
・11事 な ど の 7つ の 類型 が 形成 さ れ た e

　 さ て．こ こ で 得 ら れ た ク ラ ス ターは、音 か ら 受 け る 印象 に 基 づ い

た も の で あ る が ．実 際の 店舗 の 音 環 境デザ イ ン を考 え る 上 で は、こ

れ に加 え て 店舗側 に よ り意図的 に 出 され る 音 と客 の 音の よ う に 付随

的 に 発生す る音 と を 区別 す る と い っ た ，計 画 論 的視 点に 基 づ い た分

類 も必 要 と考 え られ る。そ こで 実験結果 に 以 下 の よ うに改補 を加え

て 、本研究 で 用 い る 類 型 を 決 定 し た。すなわ ち．「音楽 ・拡声 亅、「案

内 ・売込 」．お よ び 1ies水 や 風 鈴 の 音 と い っ た 「自然」 の 一部 とい う、

店舗側 が 意図 した 音 の ク ラス タ
ー

を
一体 に 扱 い ．そ れ ら を 「拡声音」

と 「特 別な 音1 の 2 類 型 と し た。これ は、近年 み られ る よ うに な っ

た 商業空間 の 音 環 境 的 な演 出
5｝など

と．従来 か ら 多 くの 店舗 に 見 られ

る よ うな 有 線 放 送 や エ ン ドレ ス テ
ープ等 の 音源 を 用 い た 拡 声 音 と を

境音 名
がセ ロ テー．で 囲 い 物　を 止める 音’

が 、「つ 買い 物　 ヒニール ）の 音
買い 　か L を 置 く訂

野 菜を包装してい るビニ
ー

ル の 断’
の ビ

ー
ル 瓦の 音

品 陳列 の 音

ほ うきで 床を掃 く斤
店員 同 上の

．．．の 話 戸

客の 足音
ベ ビーカ

ー
の 音

赤ちゃんの 泣き戸

客の くしゃみ の 音

客の 話
一

キーホル 　
ー

の 音
小 銭を落 とす 膏

携帯電 話の 着 信音

自動販売機の 飲み 物が 落ちて くる 貯

水洗トイレの 水が 流れる音
コ　

ー
　 の 膏．

の　浦 1者
ロ ーij ア の 　　 斤

レンジの 凡 、：コ
ー

ナ
ー

ジの
「f　 甘1

い 　 の テ モンス レーションの 背1．1
　 　 示 卩冂 の ・この　 　

．
斤

ロ　 の ，　 　 ペ ツ コ
ー

　
一

1 の 　　　
』

充 　 の ラジ　セ

風 ” の 膏

人
一
rの 斤の 置‘一

ア イ　 　　　 示品 の 断
’

テレビ　 示 品 の 　 ［L』．二
店　 の BGM

店　 のBGM シ ンクルヘ ルなど．・1　 定 の 斤

か らくり・．計の 斤

ピア ノラ　　の 買奏菅
ゲ ームコ

ーナ ーの 硅f
か ら聞 こえる 。、りの lf
恥1

’‘
の 店 　 放送

1呼　出しの 店内放送
エ スカレータの 案 ∫

商 品売込み の 　
・
尸

1 （売 場の ラジ 」セ

店貝 の 売 込 み の ・「

試　 コ
ー

ナ
ー

の 調理の 断

の
：
行 日 （近 くの 道路）

自転卓の 膏 （店外）

卓の クラクシ ョン （近 くの 道路 1
電車 の 警

．
（近くの 線路 ）

右翼の 街宣 車の 拡 声 音

車が 空ぶ か しする音
パ ワ

ーシ ョベ ル の
：
断

人間

備

器

設

機

然自

音 楽
・

拡 声

＿＿＿＿　地域社会

案 内 ・

売 込

交通
・

工 事

図
一2 環境音の ク ラ ス タ

ー

表
一2　環境 音の 類型

類 型1 類 型 ∬ 説 明

A 人の 音 1 客 の 音 客 の 動 作や 購買 活動に 伴う音。足 音、商品を触る音、自動販 売機購買 音 など。一．．一 ．．．
2

　内
客の 話 し声

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．．．．．．
買 い 物客の 話し声。一 ． 一．

3 店 員の 業務音

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．一
商品陳列などの 業務に 伴う音。レジや掃除機などの 機器の音も含む。

B 拡 声 音 4 拡 声音 （BGM ）

　ド
店舗内で流されてい る音楽やそれに 準ずるもの 。録音された虫の 音などの 模擬 自然音も含む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−國i． 一．

5 拡 声音 （商品放送） 商品を売 り込む た めに 用 意され た宣伝の ため の 放送。特 定の 商品を想 起させ る音楽 も含む。　　　　　　　　　　　　　　　． −r一齟ヒ一．一 　．．
6 拡 声音 （案内放送 ） 店舗案内、呼 び 出し放送など。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　广．．．．．．一
7
．、
拡 声 音 （その 他） 上記の い ずれ に も属さない 拡声音。ゲー

ム 機の 音など。

C 特別な 音 8 特殊な BGM 季節的な音楽 や デザインされ た時 報など、特別な プログラムに よるもの。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、．　．一． ．一．．
9 呼びか け 店内で 販売その 他 の た めに 店員が 買 い物客 に呼 び か ける声。．．
10 イベ ント・パ フォ

ーマンス イベ ン トや 楽器演奏などパ フ ォ
ー

マ ン スの 音。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−． ．
11 人工 自然音 噴水、水槽などの 人工的な自然音。風鈴なども含む。

D 自 然音 12 自然音 自然の生き物 （鳥・虫・動物など）や無 生物 （風・水）の 音。

E 設 備音 13 設備音 冷蔵庫や 冷暖房機器の 作動音など、設備機器の 音。

F 地 域音 14 周辺地 域の 音 学校の チ ャイム ，横断歩道の 誘導音、寺の 鐘など，周辺地域か らの 音。

G 交通
・
工 事音 15 交通・工 事 音 車・電車などの 走行音。

H その 他 16 不 明 音 音 源 不 明の 音な ど。
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区別 した い と考 え た か らで あ る。加 え て、「人 の 音」，「拡 声音」、お

よ び 「特 別 な 音 」 の 3種の 類型 に 紲分類 を 設 定 した。こ れ は，「人 の

音」 につ い て は．店 の 賑 い と い っ た 雰 囲気に 影 響 す る と考 え られ る

客の 音 を、店 員の 音 と 分け て 把握 す る の が よ い と考 え、「拡声 音」お

よ び 「特別 な音」 に つ い て は 、意図 的 に HIさ れ る音 と して 計 画論的

に 重 要 な 環 境 音 で あ り、内 容 を詳 し く把 握 して お く こ とが よ い と考

え た こ と が 理 由で あ る。

4，　 店舗内 の音 環境

4．1 音の 種類

　 前章 で 作成 した 音類型 を 用い て 、測 定対 象内で 聴取 さ れ た 環境音

に つ い て ，音類 型毎 の 時間 占有率 を算 出 した。結果 として 聴取 され

たの は 「客 の 音」 と 「店 の 音」．「拡 声音 （BGM ＞」、「拡 声音 （商 品 ・

案 内）」、「特 別な音1、「自然音 」、「設備 音」，「交通 ・
工 事音」、「不明

音」の 9種の 音 類型で あ っ た。各音 類型 の 時 間 占有率 の 全測定 対象平

均値 と 四 分位 を図
一

3に 示 す。「拡 声音 （BGM ）」 の 時 間 占有 率の 平

均値 が 最 も 高 く87％ で あ り．次 い で 「客 の 音」78％、「設備音 」57％，
「店 員の 音」 50％ 、「拡 声音 （商 品 ・案内〉」 48％ 、他 の 3種 の 音 類型

は 1．11％ で あ っ た。時 間 占有 率 の 測 定 対 象 間 で の ば らつ き を見 る と，

四 分 位 範 囲 は 「拡 声 音 （商 品 ・案内 ）」 で 69％ 、「設 備 音 」 で 64％ と

測 定対象 間の 差 が 大 き く、他 の 音類 型 で は35％ 以下 で あ っ た 。こ の

よ うに 、拡 声 音の 使 い 方 な ど測 定 対 象 に よ っ て 差 が あ る こ と が わ か
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一3　各音類 型 の 時 間 占有 率

っ た。この 結果 を 踏 ま えて、後 に 5 章で は 聴 取 され た 音 類 型 と騒音

レベ ル との 関係、お よ び業 態に よ る 音 類 型 時 間 占有率の 差 異 に っ い

て 考察 する。

4．2　 騒 音 レベ ル

　LA。gの 分 布 を図
一4に示 す。全 測定対象 の 算術 平均値 は 66dB で あ り．

そ の 標準 偏差 は4，2dB で あ っ た 。また ，62−72dB の 範 囲に 測定 対象 の

約8割が含 まれ る こ と が わ か っ た。

　こ こ で ア メ リカEPA に よ る文 章了解度 と背景騒 音 の 関係
19）の 点 か

ら．店舗 空間の 騒音 レベ ル が会 話な ど に どの 程度 じゃ ま に な り う る

か につ い て の 考察 を行 う。こ の 関係 は居 室内 を対 象 と して い る た め．
店舗空 間 にそ の ま ま 当て は め る こ と は適 当 で は な い が、会話 妨 害 の

大 まか な 目安 とな る も の と考 えて い る。こ こ で ，各 測定 対象で の測

定時間 中にお い て 55dB ，60dB …　　 と い っ た ．あ る 騒音 レ ベ ル を超
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表
一3　音類型の 時間占有率 と騒音 レベ ル の 相関係数

客 の 音 店員 の 音
拡声 日

BGM
　拡声 日

（商品
・
案内）

特別 な 音 自然音 設備音
交 通 ・

工事音

LA95 0．07 一α02 0．ユ7 0．32 0．02 一〇，27 0，ユ0 一〇．08

LA5｛1 0．00 一〇，09 0，16 0．42 0，10 一〇．22 一〇，0ユ 一〇」 0

LA5 0．00 ．0．14 0，12 0．48 0，19 一〇，18 一〇，07 一〇」4

LAc
紐

0．00 一〇．11 0 ，14 0．46 0，15 一〇．18 一〇．03 一〇．11
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えて い た時間 率 を図一5に 示 す。EPA に よ れ ば、55dB の 騒音下で の 会

話の 文 章 r解度 は 99％ ，60dB で は 97％ ，65dB で は 92％ 、70dB で は 65％ 、

75dB で は 0 ％ と さ れ る 。測 定対象 中、最 も騒 音 レベ ル の大 き か っ た ケ

ー
ス で は ，測定時 間の 36・f。が75dB 以 上 で あ っ た。平 均 的 に は、70dB

を 超え る の は 売場 の r5cfo程 度．65dB を超 え る の は 売場 の 43％ 程 度 で

あ り 、場 所に よ っ て は 会話 に 支障 を き た す こ とが あ り う る こ とが 示

さ れ た。測 定 対 象間 の ば らつ き に つ い て 、65dB 以 上 とな る時 間率 の

四 分位範囲は 約50％ と 大 き く．比較 的静か な店 舗、やか ま しい 店舗

な ど 様々 と い え る。

4，3　 各音類 型の 時間 占有率 と騒音 レベ ル の 関係

　聴取 され た 音の 種類 と 騒音 レベ ル の 関係 を概 観す る た め、各 音類

型 の 時 間 占 有 率 と騒 音 レベ ル に つ い て の 全測 定対象 152個 の デ
ー

タ

を 用 い て 相 関 係 数 を算 出 した （表
一3）。拡 声音 （商品 ・案 内） に お

い て 騒 音 レベ ル との 間 に あ る 程 度 の 正 の 相 関 が 見 られ ．拡 声音 （商

品
・案内） の 売 場の 騒 音 レベ ル へ の 影 響 が 示 唆 さ れ た。

5，　 測定対 象の 類型 化

　 こ こ で は 各 音類 型 の 時 間 占有 率 の 類似性 に 基 づ い た ク ラ ス タ
ー

分 析 に よ り測定対象 を 類型化 し、測定対 象間に 共通 す る時間 占 有率

プロ フ ァ イ ル の パ タ
…

ンや．そ れ ら と業態 ・騒音 レベ ル な どの 要因

と の 関係 を見出す こ とを試み る。測定対 象を類型化 する に あ た り、

今 回 の 測 定対 象 に お い て 聴 取 さ れ た 8種 の 音 類 型 の 時 間 占 有 率 を 変

数 と して ク ラ ス タ
ー

分析 （平均距 離法） を行 っ た。結 果を も と に 全

152 の 測定対 象を 7つ の ク ラ ス タ
ー

に 分 けた （表
一4）。以 下、こ れ ら

を 「店舗 ク ラ ス タ
ー

」 と 呼 ぶ。

5，1 各店舗 ク ラ ス タ ーの 音類 型 時 間占 有率 プロ フ ァ イル

　 ク ラ ス タ
ー

の 形 成 に お い て 各 音 類 型 の 時 間 占有 率 が ど の よ う に

影響 して い る か を 見 る た め に、説 明変数 を7つ の 店舗 ク ラス タ
ー、目

的変数 を 各音 類型 の 時間 占 有 率 と して 音類 型 毎 に 分散分 析を 行 っ た。

そ の 結果 、「自然 音」 を 除 く す べ て の 音 類型 で 1％ の 危険率 で 有 意差

が 見 られ た。そ の 寄 与率 をみ て み る と 「拡 声音 （BGM ）」、　 f拡声 音

（商品
・案 内）」、「設備 音」 及 び 「交通 ・

工 事音 1 と い っ た音類 型で

値 が OL6以 上 と他 の 4種 の 音 類型 と 比較 して 大 き く、店舗 ク ラ ス タ
ー

は これ らの 時 間 占有率 を よ く反 映 して い る こ とがわ か っ た （表
一
4

の 各 ク ラ ス タ
ー

は 見や す さ の た め ，寄与率 の 大 き い 音類 型の 時 間 占

有率 を も と に 並べ か え て 番号 をつ けた 〉。

　店舗 ク ラス タ
ー1は 「拡 声音 （BGM ）j や 「拡声音 （商 品 ・案内）」、

　
「設備音」 と い っ た 音 の 時間 占有 率が 高 い 。店 舗 クラ ス タ

ー2は 「拡

声音 （商 品
・案内 ）」 の 時 間占 有 率が 高 く、「客の 音」 や 「店 員 の 音」

とい っ た人 の 活 動 に伴 う音や 「設 備音」 の 時 間 占有 率が低 い 。店 舗

ク ラ ス ター3は 店舗 ク ラ ス タ
ー

1，2と同様に 「拡声 音 （商 品
・案 内 ）」

の 時間 占有 率が高 く、「拡 声 音 （BGM ）」 は 低 い 。店 舗 ク ラ 気タ
ー4

は
一
測 定対象 の み で あ る が、店 員 の 呼び か け が 常 時 聞 こ えて い たた

め、他 の ク ラ ス ターとは 異な っ た プ ロ フ ァ イ ル とな っ た。店舗 ク ラ

ス タ
ー5は 全測 定対象 の 45％ が 含 ま れ て お り 、厂客 の 音 J や 「店 員の

音 」 とい っ た 人 の 活動 に 伴 う音 や 「拡 声 音 （BGM ）」．「設 備 音 」 の

時 間 占有 率 が 高 く．「拡声音 （商品 ・案内 ）」 は 低 い 。店舗ク ラ ス タ

ー6は 「拡 声 音 （BGM ）」 や 「交通
・
工 事 音 」 の 時間 占有率 が 高 い 一

方で 「客 の 音 」 や 「拡声音 （商品
・
案内）」 は低 く．また、店 舗ク ラ

ス タ
ー7は 「店 員 の 音 」や 「交 通 ・工 事音i の 時 間 占 有率が高 く，「拡

声音 （商品 ・案内）」 は 低 い 。こ れ ら2つ の ク ラ ス タ
ー

はそ れ ぞれ 4

対象 と 2対象 が属 する の み で あ る。

5，2 店舗ク ラス ターと騒 音 レベ ル の 関係

　 次に、測定対象 に お い て 聴取 さ れ た 環 境音 の 時 間 占 有 率 プ ロ フ ァ

イル と騒 音 レベ ル の 関係 を考 察す る た め に 、説明 変 数 を店 舗 ク ラス

タ
ー，目的変数 を騒音 レベ ル （LA

Ψ
1．Ays ） と して 分散分 析 を行 っ た

（表
一5）。そ の 結果、両 騒 音 指 標 と も ク ラス ター毎 の 平 均 値 間 に 危

険 率 1％ で 有意 差 が み ら れ た。店 舗 ク ラ ス タ
ー1．2 はLA．gが 全体 平 均

に 対 して 有 意 に大 き く．店舗 ク ラ ス タ ー3，5，6は 小 さ い 。こ れ らの

ク ラス タ
ー

は 前 者が 「拡 声 音 （商品 ・案 内〉」の 時 間 占有率 が 大 き く、
後者 は 小 さ い と い う特 徴 を 持 っ て い る 。両 者 の 騒 音 レ ベ ル の 差 は

2dB〜7dB で あ っ た。こ の こと は 「拡声音 （商品 ・案 内）」 の 存在 が

売場全域 の 騒音 レ ベ ル を増大 さ せ て い る こ と を示 して い る。一
方 で

店 舗ク ラ ス ター3は 「拡声音 （商品 ・案内〉」 の 時間 占有 率が 高 い に

もか か わ らず騒音 レ ベ ル は小 さ い 。こ れ につ い て 詳細 に デー
タ を み

た と こ ろ、こ の 店舗 ク ラ ス ター
に 含 ま れ るス

ー
パ
ー

マ
ー

ケ ッ ト10店

舗 に お いて 、拡 声 音が 聴取 さ れ た と き の 騒 音 レベ ル の 店 舗 毎の 算術

平均値 は68dB で あ っ た の に 対 し、ホ
ー

ム セ ン タ
ー6店 舗 で の 算 術 平

均 値 は 58dB とス
ーパ ー

マ
ー

ケ ッ トよ り も10dB 小 さ い こ とが わ か っ

た。こ こ で、録 音 さ れ た 各 店 舗 の 音 を 聴 く と．ス ーパ ー
マ
ー

ケ ッ ト

で は ラ ジ カセ か ら の 商 品 宣 伝 音 が 比 較 的大 き な 音量で 流 さ れ て い た

の に 対 し、ホー
ム セ ン タ

ー
で は テ レ ビか ら比 較 的小 さな 音 量で 流 さ

表
一4　各店舗ク ラ ス タ

ー
の 音類 型 の 時 間 占有率

表
一5 各店舗 ク ラ ス タ ー

　　　　 の 騒 音 レ ベ ル

音類型 の 時間 占有率 （％）
店 舗 ク ラ ス タ

ー 測 定 対 象 数
客の 音

亨

の 音

拡 声 日

（BGM ）

拡 声 日

（商 品
・
案内）

特 別
　　　自然 音
な 音

設 備音 饕喜
1 24 84544 ．493 ．6 9 。4 29 　 　0．073 ．6 堕

2 36 52，3一 30．9一 90，1 71．0 12．7　 　1，0 趁 0．5

3 ユ6 85．651 ．844 ．7一 62．8 119　 　1，265 ，60 ．0

4 1 91．073 ．091 ．0 55．0100 ．0　 　0，082 ，00 ，0

5 69 89．659 ．69L9 215一 U5 　 　0．476 ．41 ．0

6 4 25．3一 49．8100 ．0 215一 4．3　　 0．06 ユ，07 ．5

7 2 85，079 ．590 ．0 鎚 ユ5．0　 　0，048557 ．0

寄与率 （附 1％ の 危険 率で 有意 ） 0．52
准

0．28
＊

0．62
＊

0．65
水

0，2ブ 0，020 ，7ゴ 0．79
＊

騒 音 レベ ル （dB ）

LAcqLA95

69 61

67 59

塑 墅

72 62

塹 58

壟 塾

65 59

0．180 ．14

注） 5％ の 危 険率 で 全体 平均 よ り も有意 に 高 い も の を 太宇 で 、低 い も の に 下線 を記 す。
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れ て い る店舗 がよ くみ られた。こ の よ う に、業態 に よ り拡声器 を使

用 した 商 品 宣伝に お い て 、運用方 法が 異 な る こ とがわ か っ た。

5．3 店舗 クラス ターと業 態の 関 係

　こ こ で は 店舗の 業態 に よ っ て ，聴取 さ れる 環境音 の 時闇 占有率 プ

ロ フ ァ ィ ル に 特徴が あ る か を 見い だす ために 、各店舗 クラス タ
ー

に

つ い て ♂業態別 の 内訳 をみ た （図
一6）。ス

ーパ ーマ ー
ケ ッ トに つ い

て は58％が店 舗 ク ラ ス タ
ー5に．次 い で 店 舗 ク ラ ス タ

ー
1に 22％が 属

して お り．こ の 2つ の ク ラ ス タ
ー

に み られ る よ う な時間 占有 率ブ ロ フ

ァ ィ ル が ス ーパ ーマ
ー

ケ ッ トに 典 型 的 な 音環境 と い え る 。電器店 は

す べ て の 測定 対象が 店舗 ク ラ ス タ
ー2に 属 し て お り、こ れ が 電器 店 に

典型的な 音環境 で あ る と い え る 。ディ ス カ ウ ン トス トア は 6つ の 測 定

対象 中．5つ が 店 舖 ク ラ ス タ
ー5に 属 して い る。ホ

ー
ム セ ンタ

ー
は店

舗 ク ラ ス タ
ー4，7を除 く5 つ の 店舗 ク ラ ス タ

ー
にわ た っ て 分布し て お

り，店舗 に よ っ て 音環境 の パ ターン に差 異が あ る。

　以 上、音類 型 とそ れ らの 時間 占有率 を 用い て 、店舗 空間 の音 環境

の 特徴 を 捉 え る こと が で きた。

6．　 お わ り に

　本研究で は 店舗 空間の 音環 境 に つ い て 、実測 調 査 を通 して 現状 を

把握 した。得 られ た 主 な 結果 は 以 下 の 通 りで あ る 。

1）152の 測定対象 の LA。．g は52−76dB で あ り，そ の 平均値 は 66dB で あ っ

た。

2）測定対 象の 騒音 レベ ル分 布か ら、店舗 の 大部 分で は 会話に 支障が

な い 程 度 の 騒 音 レベ ル で あ る こ とが わか っ た。

3） 各 音 類 型 の 時 間 占 有 率 の 全 測 定 対 象 で の 平 均 値 は 「拡 声 音

〔BGM ）」 が 最 も高 く87％ で あ り、次い で 「客の 音 」780f．、「設備音 」

57％ 、「店 員の 音」 50％ 、「拡 声 音 （商品 ・案内）」 48％ で あっ た。

4）拡 声音 （特に ラ ジ カ セ ） と い っ た 特定 の 音が 店 舗 内 の 音 の レ ベ ル

を増大 させ て い る傾 向 が み られ た 。

5）音類 型の 時 間 占有 率 プ ロ フ ァ イ ル に店 舗 の 業態 に よ っ て 特徴 的

な もの が 見 られ た。．一方 で ス
ーパ ー

マ
ー

ケ ッ トの 一部や ホ
ー

ム セ ン

ターで は 同 じ業態で も異な っ た プ ロ フ ァ イ ル が見 られ た。

　本研 究 に お い て 、一
つ の 都市 の ほ ぼす べ て の 測 定対象 を、騒 音 レ

ベ ル と聴取 され る 音の 種類 の 面か ら調 査 した こ とに よ り、今 日の 店

舗 空間の 音環境 の 現 状 を 示 す 有用な 資料 を提 示で きた もの と考 え て

い る 。また 、音 環 境 の 記 述法 に つ い て は、環 壙音の 類型 と時間 占有

率を 用 い た 今 回 の 手 法 に よ り 、音環 境 の 質 的 な 側面 を あ る 程 度 記 述

で き た と考 え て い る 。

　当 面 の 問題点 と して は．今 回 の 調 査 は熊 本市 内と い う
一

都 市 の も

の で あ e地 域 的なバ イ ア ス が 存在 する か も しれ な い こ と、一
日の 中

で の 変 動や 季 節 に よる違 い な ど 時 間的 な変化 に つ い て は 今 回扱 っ て

い な い こ とが 挙 げ られる。こ れ ら につ い て は 今 後の 調 査 で 明 らか に

す る 必 要が あ る。ま た、利用客 の 店舗空間の 音 環境に 関す る 意識 と

評 価 を 調 査 ・実 験 を 通 して 考 察す る こ とがわ れわ れ の 次 の 課題 で あ

る。
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